
1

資料３
人権啓発学生サポーター会議について

平成21年11月
人権啓発推進室

１ 目 的
京都府内の若者層への効果的な人権啓発について、学生サポーター

が意見交換し、京都府の人権啓発施策に対する提案を行うとともに、
学生サポーター自身も他の学生サポーターとの意見交換を通じ、学習
していく機会として、人権啓発学生サポーター会議を設置する。

２ 参加者
８大学１４名
京都大学、京都外国語大学、京都教育大学、京都工芸繊維大学、
京都産業大学、同志社大学、同志社女子大学、佛教大学

コーディネーター：佛教大学社会福祉学部 岡本晴美准教授

３ 開催状況
7月10日(金)午後6時30分～ 第１回全体会

会場：京都ルビノ堀川「朱雀」の間
・メンバーの確認
・グループの確認
・方向性の話し合い

9月1日(火)午後6時30分～ 第１回リーダー会議
会場：府庁府民生活部会議室

・各グループの進行状況と方向性の確認

10月8日(木)午後7時～ 第２回リーダー会議
会場：府庁府民生活部会議室

・中間発表に向けての各グループの進行状況と発表内容の確認
・中間発表の段取り
・男女共同参画課から学生サポーターへＤＶについてレクチャー

10月22日(木)午後7時～ 第２回全体会議
会場：京都ルビノ堀川「加茂」の間

・中間発表会
・各グループからの発表に対する意見交流

11月5日(木)午後7時～ 第３回リーダー会議
会場：京都府庁府民生活部会議室

・最終報告会に向けての各グループの発表内容の確認
・最終報告会の最終確認の段取り

11月19日(木)午後7時～ 第３回全体会議
会場：京都ルビノ堀川「ひえい」の間

・最終報告会
・各グループからの報告に対する質問
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４ 発表項目

人権啓発コンサート

・学生ボランティアによる運営

・学生バンドとプロミュージシャンの競演

・アニメーションＣＭの制作

ユニバーサルツアー

・子ども、高齢者、障がい者などが一緒に旅行

・京都ならではの観光地、伝統工芸体験プログラム

・道中で手話、車いす体験

ユニバーサルスポーツ大会

・高齢者や障がい者などが区別無く同じ地球民となりともに汗を流す

・スポーツを通してボランティアを身近に

・コンソーシアム京都と連携、単位互換制度による運営


